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歩行器 ミニウォーク

○○○○

例）施設では、歩行器の貸出が難しい状況です。

訓練場面では歩行器を使用して練習しており、実用的なレベルに達しています。

対象者は身長が高く、既製品では歩行器ごと転倒する危険性が高い。

ミニウォークはバネが入っていることにより推進力を補助することが出来ます。

安定性が高く成長に対応しており、対象者の成長に合わせた高さの変更が可能

です。

これまで訓練での反復練習を通して、運動機能の向上が認められています。補装

具を自宅や学校に導入することにより、今後実用的な介助歩行や独歩などの運動

発達が期待できます。

歩行器は、自宅や学校で使用し下肢の筋力強化や歩行などの運動能力向上に努

めていく予定です。

また来年度より幼稚園への通学予定があり、歩行器を使用することで、視野が広が

り、他児との交流が期待できます。運動経験を通じて、精神面の発達にもつながる

ものと考えます。

＜那覇市作成記入例＞

※申請者（児童の場合は保護者）記入


